
計画名 第２次相模原市水とみどりの基本計画・生物多様性戦略
（R2.3策定）

提出機関名 相模原市 対象
地域 相模原市全域

メイン課題 水質改善、地下水、貯留・涵養、生態系、水辺空間、教育・普
及啓発、人材育成

計画概要
市民一人一人が、みどりや水、生物多様性の重要性についての理解を深め、
環境に配慮したライフスタイルを実践し、市民、事業者、行政等多様な主
体間の連携・協働による取組を進めることで、「自然と人が共生するまち
相模原」の実現を目指すもの。

計画の特徴
相模原市の西側は丹沢大山国定公園を中心に豊かな自然が広がり、東側は
相模川沿いに都市化が進展。本計画では、このような地理的特徴を踏まえ、
市の西側を「水資源保全ゾーン」、東側を「都市緑化ゾーン」に設定し、
それぞれ水源の保全・再生や都市部の緑化等を推進。

【実施体制】 相模原市水とみどりの審議会（計画策定主体）

地方
公共
団体

都道府県 〇
政令指定都市 〇
市区町村 -

国の地方支分部局 -
有識者 〇
事業者 〇

団体（NPOなど） 〇
住民 〇

その他（ ） - 2

【新規】第２次相模原市水とみどりの基本計画・生物多様性戦略の概要

計画対象地域（相模原市全域）

○計画体系 ○推進体制
水源を育み、豊かな自然を次世代に引き継ぐこと

を目指し、生きものの暮らしを豊かにする水とみど
りの環境づくりを展開するためには、本市に関わる
全ての関係者が、みどり・水・生物多様性の重要性
について理解を深め、行動することが必要不可欠。
このため、市民や保全団体、事業者、行政がそれぞ
れの役割の下に、みどり・水・生物多様性を意識し
ながら、保全や再生、活用等の様々な活動に関わる
等、多様な主体による協働によって計画を推進。

○進行管理
計画の進行管理及び評価は、PDCA サイクルに基づ

き実施。点検及び改善の取組は、相模原市水とみど
りの審議会等で審議し、事業の適切な進行管理や取
組方法を見直し。

2-6　新緑空間の充実

3-1　水循環機能の向上

3-2　水辺環境の保全と再生

3-3　親水空間の充実

基本目標4
多様な主体と連携し、次世代につなぐ担い手
づくりを進めます

4-1　多様な主体との連携強化

4-2　情報発信と共有
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基本目標1
生きもののつながりを知り、
守ります

1-1　生物多様性の理解促進

1-2　生物多様性の情報蓄積

1-3　生物の保護と適正管理

基本目標2
みどりを育み、多様な機能を
活かします

2-1　緑地の保全

2-2　緑化の推進

2-3　里地里山の保全と活用

基本目標3
清らかな流れと水辺を守ります

2-4　持続的な農林業の振興

2-5　公園の整備と適正管理

基本目標 推進施策基本方針


